
7　象牙質異形成症の一症例
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　象牙質異形成症は、象牙質形成異常を主徴と

する、極めて稀な遺伝性疾患である。今回我々

は、本学附属病院小児歯科外来を訪れた10才6

ケ月男児に於いて、本症例を経験したので報告

する。

　口腔内精査の結果、口腔粘膜等の異常所見は

認められなかった。また、レントゲン診査によ

り＿S＿LfLの歯胚の欠除、及び全歯牙にわたる

歯髄腔の形態異常・及び冠部歯髄腔に於ける不

透過像を認めた。問診に依れば、患児及びその

母親と、母方の次姉の第二子女児に於いて、乳

歯列期に全乳歯の着色があり、また母方の長姉

の第一子男児は、患児と同様の象牙質異形成症

の所見があった。一方、父方には異常所見は見

当たらなかった。患児の手根骨の化骨状態は、

同性・同年令児に比べ劣っており、7～8才前

後のものと同程度であった。患児は二人兄弟の

長男で、その弟には異常所見は認められなかっ

た。尚、患児の既往歴としては一才未満にて水

痘・風疹に罹患しており、また母親は患児受胎

中4ケ月より5ケ月の間に一時期、鉄分不足の

為、治療を受けていた。

8　上顎牽引装置を用いて治療した乳歯列
期反対咬合症例について
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　　我々は、第4回日本小児歯科学会九州地方会

　において、過去5年間の当教室における咬合に

　異常が見られた患者の実態調査を報告し、特に

　乳歯列期反対咬合の患者の治療に際して、どの

　ような種類の装置を用いたかについて報告した。

　　今回は、上顎牽引装置を用いて被蓋改善を行

　なった、上顎骨の劣成長に起因すると考えられ

　る乳歯列期反対咬合患者10名（男児5名、女児

　5名）について、治療開始前と被蓋改善後を比

　較し、上顎牽引装置の効果について検討したの

　で報告する。

　　上顎牽引装置には、村上の考案した装置を用

　いた。すなわち、口腔内装置として上顎乳犬歯

　の乳歯冠（あるいは帯環）と上顎第2乳臼歯の

　帯環を金属線で連結し、口蓋にはレジン床を付

　加した固定式床装置を使用し、口腔外装置はレ

　ジン製チンパッドとそれに連結したアクリル板

　を加熱しながら、顔面プロフィールに沿って屈

　曲した。口腔内装置の乳犬歯唇側につけたフッ

　クと、口腔外装置のフックとの間に輪ゴムをか

　けて前方牽引を行なった。上顎牽引開始年齢は

　4歳0カ月から6歳6ヵ月、Hellmanの歯牙年

　齢ll　Aで、被蓋改善に要した期間は2カ月から

　8ヵ月であった。上顎牽引装置の使用は、被蓋

　改善後1カ月から11ヵ月継続し、その後Chin

　capで保定を行なった。

　　治療開始前と被蓋改善後の比較は、模型計測

　および側貌頭部X線規格写真の角度と線計測を

　行い検討した。
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